	[bookmark: _Hlk32402986]№26-50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026（令和8）年11月4日
全保協ニュース
〔協議員情報〕
全　国　保　育　協　議　会
TEL. 03-3581-6503　　FAX. 03-3581-6509
ホームページアドレス〔 https://www.zenhokyo.gr.jp 〕


[bookmark: _Hlk35423116][bookmark: _Hlk26984729][bookmark: _Hlk68703844]－今号の目次－
· 「保育三団体、こども・保育政治連盟合同セミナー」開催のご案内・・・・・・・・・・・・・・・・1
· 【開催案内】「はじめの100か月の育ちビジョン」全国大会および国際シンポジウムについて（こども家庭庁）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
· 令和8年度　社会福祉法人経営者研修会「人事管理コース」開催について（中央福祉学院）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4
· 販売書籍「『どう考える？福祉現場のカスタマーハラスメント』―職員も利用者も守るためにー」のご案内（全社協出版部）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
[bookmark: _Hlk36759458][bookmark: _Hlk36052104]-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
· [bookmark: _Hlk166070070]「保育三団体、こども・保育政治連盟合同セミナー」開催のご案内

人口減少や国の制度動向など、保育を取り巻く環境は大きく変化しています。
このような動きの中で、「保育三団体協議会」と「こども・保育政治連盟」の一人ひとりが、正確な情報共有を図るべく、昨年度に引き続き「保育三団体協議会、こども・保育政治連盟合同セミナー」を開催する運びとなりました。
本合同セミナーにつきましては、こども家庭庁等をお招きして開催するもので、直近の国の動向を聞き、意見交換ができる貴重な機会です。みなさま是非ご参加ください。
	1．開催日
令和8年12月8日（火）～12月9日（水）2日間

2．会　場
ルポール麴町2階ロイヤルクリスタル　TEL03-3265-5365

3．定　員
第1日（12/8）：250名、第2日（12/9）：150名

4．会　費
5,000円　(2日間込み)
会費は2日間セットの金額のため、どちらかが欠席であっても同額となります。　　 
※会費は当日現金で申し受けます。お申し込み時、ご選択いただいたご所属団体の受付までお越しください。なお、お釣りのないようご用意をお願いいたします。

5．スケジュール（予定）※講師については、業務上の都合により急遽変更する可能性があります。
【第1日】　
	13時50分〜
14時30分
	(講師Ⅰ) [こども家庭庁成育局 保育政策課長] 
(内　容) 保育施策の現状と今後の方向性について

	14時35分〜
15時35分
	(講師Ⅱ) [こども家庭庁支援局 こども性暴力防止担当]
(内　容) こども性暴力防止法施行後の留意点等（管理者側、職員側）について

	15時40分〜16時50分
	(講師Ⅲ) [こども家庭庁成育局 成育基盤企画課] 
(内　容) 保育の魅力向上と三要領・指針改定のポイントについて


【第2日】
	10時～
11時30分
	(講師) [TKC全国会 社会福祉法人経営研究会]　
(内容) 社会福祉法人の経営に関する最新動向


　　　
[image: ][image: ]6．お申し込み方法（お申込期限　12月1日（火）まで）
下記URLまたはQRコードよりお申込みください。
【お申込みフォームURL】
https://forms.gle/ZQkAjma71AYzpy4dA
· 保育三団体各団体より重複してご案内が届いた場合には、どれかひとつの団体の窓口を選んでお申し込みください。定員になり次第、お申し込みは締め切らせていただきますのでご了承ください。
[bookmark: _Hlk151556260]7.　お問い合わせ先　
全国保育協議会 事務局（担当：寺嶋、松田）　
〒100-8980　
東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル4階　全国社会福祉協議会 児童福祉部内
TEL. 03-3581-6503／FAX. 03-3581-6509／E-mail：zenhokyo@shakyo.or.jp



　詳細につきましては、別添①の開催案内をご覧ください。







· 【開催案内】「はじめの100か月の育ちビジョン」全国大会および国際シンポジウムについて（こども家庭庁）

こども家庭庁の初の試みとして、「はじめの100か月の育ちビジョン」全国大会および国際シンポジウムが開催されることとなりました。
全国大会では「はじめの100か月」の重要性を科学的知見等をもとに学ぶ機会とするほか、保育、福祉、医療、民間企業など様々な専門性を持つパネリストによるクロストークが行われます。
翌日の国際シンポジウムでは、OECD職員や3か国程度の現地職員を招いて、各国の最新のこども政策の紹介やパネルディスカッション等が行われる予定です。
子どもの育ちに関わるさまざまな分野の関係者がともに学びあい、今後の取り組みにつなげていく機会としてご活用ください。
	【「はじめの100か月の育ちビジョン」全国大会／国際シンポジウム　開催概要】
日　程：＜全国大会＞ 2026年11月22日（日）10：00～17：00
　　　　　　　　　　 2026年11月23日（月・祝）9：00～12：00
　　　　＜国際シンポジウム＞ 2026年11月23日（日・祝）13：00～18：30
会　場：都市センターホテル（東京都千代田区平河町2-4-1）
方　法：対面とオンラインのハイブリッド形式
　　　　※国際シンポジウムでは、日本語・英語の同時通訳を予定
参加対象：子育て中の保護者、幼児教育・保育や子育て支援の関係者、自治体職員、
医療・保健・福祉関係者、大学・研究機関の関係者　など
参加費：無料
参加申込：以下よりお申込みください（2026年11月13日（金）まで）。
　　　　 ＜全国大会＞
　https://jmar-form.jp/100mvision/
　 　　　＜国際シンポジウム＞
　https://www.nttdata-strategy.com/newsrelease/event/100mvision/



詳細は別添②「全国大会チラシ」、別添③「国際シンポジウムチラシ」をご確認ください。


· 令和8年度　社会福祉法人経営者研修会「人事管理コース」開催について（中央福祉学院）

福祉の現場では、「人材の定着」「働きやすい職場づくり」「公平な評価」など、経営者・管理者が直面する課題がますます複雑化しています。
ロフォス湘南・中央福祉学院では、社会福祉法人経営者研修会「人事管理コース」（厚生労働省委託事業）を開催します。
この研修は、採用力を高める法人ブランディングや、職員を守るハラスメント対策、そして離職を防ぐ人事管理のあり方など、これからの福祉経営に欠かせないテーマを、実践的に学び・考える内容となっています。ぜひこの機会にご参加いただき、人事管理について一緒に考えてみませんか？
	【令和8年度　社会福祉法人経営者研修会「人事管理コース」　開催概要】
主　催：全国社会福祉協議会　中央福祉学院
会　場：ロフォス湘南（中央福祉学院）
日　程：令和8年12月8日（火）～10日（木）
対　象：社会福祉法人の役職員および経営に携わる方
受講料：29,700円（税込）
プログラム：※プログラム内容、開始及び終了時間は変更になる可能性があります。
【1日目（12/8）】
「福祉・介護人材確保対策の動向」　
「人材流出の予防とハラスメント対策を労務の視点から考える」
「福祉現場の実践から考えるカスタマーハラスメント対応」
「福祉教育を通じた「自法人の魅力発信」と地域連携の実践」
【2日目（12/9）】
「”応募したい”と思われる情報発信のコツ」
「パワハラにならない「適切な業務指導」の実践から学ぶ組織強化」
【3日目（12/10）】
「パワハラにならない「適切な業務指導」の実践から学ぶ組織強化」
申込方法：下記URLよりお申込ください（申込み11/27（金）〆）
https://forms.gle/gNLhdC3SV9S8R5J5A
みなさまのご参加を心よりお待ちしています。


詳細は中央福祉学院ホームページをご確認ください。
【中央福祉学院HP】https://www.gakuin.gr.jp/training/course_human_resources/

· 販売書籍「『どう考える？福祉現場のカスタマーハラスメント』―職員も利用者も守るためにー」のご案内（全社協出版部）

[image: ]2026年10月、改正労働施策総合推進法が施行され、カスタマーハラスメント（カスハラ）への対応が事業者の義務となりました。
福祉現場では、苦情対応義務や利用者の特性に起因する言動など、カスハラとすぐに判断できない場面が多くあります。しかし、カスハラは職員の休職や離職にもつながってしまいます。
本書では、福祉現場によくある実例から、職員も利用者も大切にするカスハラ対応を考えます。
〇利用者や家族の暴言・暴力を許容しないといけないの？
〇意見や苦情を言うことは利用者の権利では？
〇苦情とカスハラの違いって？
八杖 友一 （東京八丁堀法律事務所 弁護士）・辻󠄀中 浩司（社会福祉法人松美会 事務局長） 著
[image: QR コード

自動的に生成された説明]（2026年10月6日刊行　B5判・32頁　定価1,100円－税込－）　
【購入ページ（↓外部サイトへ飛びます）】
https://www.fukushinohon.gr.jp/book/b10203998.html
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